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示

平成™œ年�月 日 火曜日 第�—Ÿ›号官 報

（
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
年
国
家
公
安
委
員

会
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
二
十
号
中
「
第
九
号
」
を
「
第
八
号
」
に

改
め
、
同
条
第
四
十
三
号
中「
第
三
百
十
五
条
第
三
号
」

を
「
第
三
百
十
五
条
第
五
号
」
に
、「
第
三
百
十
九
条
第

十
号
」
を
「
第
三
百
十
九
条
第
九
号
」
に
改
め
、
同
条

第
五
十
三
号
中
「
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
」
を
「
第

七
号
か
ら
第
九
号
ま
で
」
に
、「
第
八
号
か
ら
第
十
一
号

ま
で
、
第
二
十
一
号
、
第
二
十
二
号
、
第
二
十
六
号
若

し
く
は
第
三
十
一
号
」
を
「
第
九
号
か
ら
第
十
二
号
ま

で
、
第
二
十
二
号
、
第
二
十
三
号
、
第
二
十
七
号
若
し

く
は
第
三
十
二
号
」
に
改
め
る
。

第
四
条

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

七
条
第
八
号
中
「
第
百
九
十
八
条
の
六
第
十
一
号

の
四
」
を
「
第
百
九
十
八
条
の
六
第
十
一
号
の
五
」
に

改
め
、
同
条
第
四
十
三
号
中「
第
三
百
十
五
条
第
五
号
」

を
「
第
三
百
十
五
条
第
六
号
」
に
改
め
る
。

（
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る

法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
三
年
国
家
公
安
委
員
会
規

則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
二
十
号
中
「
第
九
号
」
を
「
第
八
号
」
に

改
め
、
同
条
第
四
十
三
号
中「
第
三
百
十
五
条
第
三
号
」

を
「
第
三
百
十
五
条
第
五
号
」
に
、「
第
三
百
十
九
条
第

十
号
」
を
「
第
三
百
十
九
条
第
九
号
」
に
改
め
、
同
条

第
五
十
三
号
中
「
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
」
を
「
第

七
号
か
ら
第
九
号
ま
で
」
に
、「
第
八
号
か
ら
第
十
一
号

ま
で
、
第
二
十
一
号
、
第
二
十
二
号
、
第
二
十
六
号
若

し
く
は
第
三
十
一
号
」
を
「
第
九
号
か
ら
第
十
二
号
ま

で
、
第
二
十
二
号
、
第
二
十
三
号
、
第
二
十
七
号
若
し

く
は
第
三
十
二
号
」
に
改
め
る
。

第
六
条

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

一
条
第
八
号
中
「
第
百
九
十
八
条
の
六
第
十
一
号

の
四
」
を
「
第
百
九
十
八
条
の
六
第
十
一
号
の
五
」
に

改
め
、
同
条
第
四
十
三
号
中「
第
三
百
十
五
条
第
五
号
」

を
「
第
三
百
十
五
条
第
六
号
」
に
改
め
る
。

（
暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
違
法
な
行

為
を
定
め
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
七
条

暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
違
法

な
行
為
を
定
め
る
規
則
（
平
成
三
年
国
家
公
安
委
員
会

規
則
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
号
中
「
第
九
号
」
を
「
第
八
号
」
に
改
め
、

第
四
十
三
号
中
「
第
三
百
十
五
条
第
三
号
」
を
「
第
三

百
十
五
条
第
五
号
」
に
、「
第
三
百
十
九
条
第
十
号
」
を

「
第
三
百
十
九
条
第
九
号
」
に
改
め
、
第
五
十
三
号
中

「
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
」
を
「
第
七
号
か
ら
第
九

号
ま
で
」
に
、「
第
八
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
、
第
二
十

一
号
、
第
二
十
二
号
、
第
二
十
六
号
若
し
く
は
第
三
十

一
号
」
を
「
第
九
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
、
第
二
十
二

号
、
第
二
十
三
号
、
第
二
十
七
号
若
し
く
は
第
三
十
二

号
」
に
改
め
る
。

第
八
条

暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
違
法

な
行
為
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

第
八
号
中
「
第
百
九
十
八
条
の
六
第
十
一
号
の
四
」

を
「
第
百
九
十
八
条
の
六
第
十
一
号
の
五
」
に
改
め
、

第
四
十
三
号
中
「
第
三
百
十
五
条
第
五
号
」
を
「
第
三

百
十
五
条
第
六
号
」
に
改
め
る
。

（
国
家
公
安
委
員
会
関
係
自
動
車
運
転
代
行
業
の
業
務

の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
九
条

国
家
公
安
委
員
会
関
係
自
動
車
運
転
代
行
業
の

業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
四

年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
二
十
号
中
「
第
九
号
」
を
「
第
八
号
」
に

改
め
、
同
条
第
四
十
三
号
中「
第
三
百
十
五
条
第
三
号
」

を
「
第
三
百
十
五
条
第
五
号
」
に
、「
第
三
百
十
九
条
第

十
号
」
を
「
第
三
百
十
九
条
第
九
号
」
に
改
め
、
同
条

第
五
十
三
号
中
「
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
」
を
「
第

七
号
か
ら
第
九
号
ま
で
」
に
、「
第
八
号
か
ら
第
十
一
号

ま
で
、
第
二
十
一
号
、
第
二
十
二
号
、
第
二
十
六
号
若

し
く
は
第
三
十
一
号
」
を
「
第
九
号
か
ら
第
十
二
号
ま

で
、
第
二
十
二
号
、
第
二
十
三
号
、
第
二
十
七
号
若
し

く
は
第
三
十
二
号
」
に
改
め
る
。

第
十
条

国
家
公
安
委
員
会
関
係
自
動
車
運
転
代
行
業
の

業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
八
号
中
「
第
百
九
十
八
条
の
六
第
十
一
号

の
四
」
を
「
第
百
九
十
八
条
の
六
第
十
一
号
の
五
」
に

改
め
、
同
条
第
四
十
三
号
中「
第
三
百
十
五
条
第
五
号
」

を
「
第
三
百
十
五
条
第
六
号
」
に
改
め
る
。

（
確
認
事
務
の
委
託
の
手
続
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部

改
正
）

第
十
一
条

確
認
事
務
の
委
託
の
手
続
等
に
関
す
る
規
則

（
平
成
十
六
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
十
三
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
二
十
号
中
「
第
九
号
」
を
「
第
八
号
」
に

改
め
、
同
条
第
四
十
三
号
中「
第
三
百
十
五
条
第
三
号
」

を
「
第
三
百
十
五
条
第
五
号
」
に
、「
第
三
百
十
九
条
第

十
号
」
を
「
第
三
百
十
九
条
第
九
号
」
に
改
め
、
同
条

第
五
十
三
号
中
「
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
」
を
「
第

七
号
か
ら
第
九
号
ま
で
」
に
、「
第
八
号
か
ら
第
十
一
号

ま
で
、
第
二
十
一
号
、
第
二
十
二
号
、
第
二
十
六
号
若

し
く
は
第
三
十
一
号
」
を
「
第
九
号
か
ら
第
十
二
号
ま

で
、
第
二
十
二
号
、
第
二
十
三
号
、
第
二
十
七
号
若
し

く
は
第
三
十
二
号
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条

確
認
事
務
の
委
託
の
手
続
等
に
関
す
る
規
則

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
八
号
中
「
第
百
九
十
八
条
の
六
第
十
一
号

の
四
」
を
「
第
百
九
十
八
条
の
六
第
十
一
号
の
五
」
に

改
め
、
同
条
第
四
十
三
号
中「
第
三
百
十
五
条
第
五
号
」

を
「
第
三
百
十
五
条
第
六
号
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
金
融
商
品
取
引
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
四
十
五
号
）
附
則
第
一

条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
五
年

七
月
九
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
、
第
四

条
、
第
六
条
、
第
八
条
、
第
十
条
及
び
第
十
二
条
の
規
定

は
、
同
法
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
金
融
庁
告
示
第
四
十
号

金
融
商
品
取
引
法（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
五
号
）

第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
競

売
買
の
方
法
以
外
の
方
法
に
よ
る
有
価
証
券
の
売
買
等
を

定
め
る
件
（
平
成
十
七
年
金
融
庁
告
示
第
五
十
三
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
五
年
七
月
十
六

日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
五
年
七
月
九
日金

融
庁
長
官

畑
中
龍
太
郎

第
二
号
中
「
Ｊ
e

Ｎ
Ｅ
Ｔ
市
場
に
関
す
る
有
価
証
券
上

場
規
程
、
業
務
規
程
、
信
用
取
引
・
貸
借
取
引
規
程
及
び

受
託
契
約
準
則
等
の
特
例
」
を
「
Ｊ
e

Ｎ
Ｅ
Ｔ
市
場
に
関

す
る
業
務
規
程
及
び
受
託
契
約
準
則
の
特
例
」
に
改
め
、

「
及
び
Ｊ
e

Ｎ
Ｅ
Ｔ
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
」
を
削
り
、
第

三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三

名
古
屋
証
券
取
引
所

Ｎ
e

Ｎ
Ｅ
Ｔ
市
場
に
関
す
る

業
務
規
程
及
び
受
託
契
約
準
則
の
特
例
に
定
め
る
Ｎ
e

Ｎ
Ｅ
Ｔ
取
引
第
六
号
を
削
る
。

〇
政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
告
示
第
四
十
五
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四

号
）
第
十
九
条
の
二
十
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
政
治

資
金
監
査
人
名
簿
に
登
録
し
た
者
を
次
の
と
お
り
公
告
す

る
。平

成
二
十
五
年
七
月
九
日

政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
委
員
長

上
田

廣
一

登
録
番
号

登
録
年
月
日

氏

名

四
四
四
一

二
五
、

六
、
二
一

ã

載
煥

四
四
四
二

二
五
、

六
、
二
一

小
野
寺

高

四
四
四
三

二
五
、

六
、
二
一

大
山

文
彦

四
四
四
四

二
五
、

六
、
二
一

川
上
八
千
尋

四
四
四
五

二
五
、

六
、
二
一

谷

孝
浩

四
四
四
六

二
五
、

六
、
二
一

中
尾
田

隆

四
四
四
七

二
五
、

六
、
二
一

荒
川

一
麿

四
四
四
八

二
五
、

六
、
二
一

磯

寿

四
四
四
九

二
五
、

六
、
二
一

石
渡

祐
司

第
四
条
第
一
項
第
三
号
、
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号
）

第
二
条
第
一
号
、
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三

十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
五
条
第
一
項
第
十
七
号
、
自
動

車
運
転
代
行
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成

十
三
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三
条
第
四
号
及
び
道
路
交

通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
五
十
一
条
の

八
第
三
項
第
二
号
ハ
の
規
定
に
基
づ
き
、
警
備
業
の
要
件

に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
七
月
九
日

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長
事
務
代
理

国
務
大
臣

谷
垣

禎
一

警
備
業
の
要
件
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

（
警
備
業
の
要
件
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

警
備
業
の
要
件
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
八

年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
十
号
中
「
第
九
号
」
を
「
第
八
号
」
に

改
め
、
同
条
第
四
十
三
号
中「
第
三
百
十
五
条
第
三
号
」

を
「
第
三
百
十
五
条
第
五
号
」
に
、「
第
三
百
十
九
条
第

十
号
」
を
「
第
三
百
十
九
条
第
九
号
」
に
改
め
、
同
条

第
五
十
三
号
中
「
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
」
を
「
第

七
号
か
ら
第
九
号
ま
で
」
に
、「
第
八
号
か
ら
第
十
一
号

ま
で
、
第
二
十
一
号
、
第
二
十
二
号
、
第
二
十
六
号
若

し
く
は
第
三
十
一
号
」
を
「
第
九
号
か
ら
第
十
二
号
ま

で
、
第
二
十
二
号
、
第
二
十
三
号
、
第
二
十
七
号
若
し

く
は
第
三
十
二
号
」
に
改
め
る
。

第
二
条

警
備
業
の
要
件
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
八
号
中
「
第
百
九
十
八
条
の
六
第
十
一
号

の
四
」
を
「
第
百
九
十
八
条
の
六
第
十
一
号
の
五
」
に

改
め
、
同
条
第
四
十
三
号
中「
第
三
百
十
五
条
第
五
号
」

を
「
第
三
百
十
五
条
第
六
号
」
に
改
め
る
。
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